
※身近な危険個所がありましたら、木崎区防災委員会に連絡して下さい。防災マップは更新していきます。

凡　　例

　　　　　　各組避難場所

　　　　　　避難ルート

　　　　　　組境

木崎区防災マップ 

凡　　例

　避難場所【奥麻生会館】

　避難ルート

　氾濫危険箇所

　土砂災害危険区域

　土石流危険区域

氾

凡　　例

　避難場所【奥麻生会館】

　避難ルート

　氾濫危険箇所

　土砂災害特別危険区域

　土砂災害危険区域

　危険箇所

氾

敦賀市立看護大学 

（海抜１６ｍ） 

敦賀気比高等学校 

（海抜２０ｍ） 

中央小学校 

（海抜６ｍ） 

敦賀警察署 

１００満ボルト 

カボス 

危 

運動公園 

※井ノ口川西側の住民は、中央小学校へ

避難する時、川の増水に注意すること！！ 

危 

　用水路危険

　土砂災害特別危険区域

凡　　例

　避難場所

　避難ルート

　土砂災害危険区域

　過去に浸水した区域

　洪水危険区域

危

雨具

日用品類 衣類など その他 食糧関係 救急・安全関係 貴重品

□防災ラジオ □衣類（厚手・薄いもの） □ほ乳びん、紙おむつ □飲料水（１日１人２L） □包帯、ガーゼ、絆創膏 □現金（小銭）

□ポリ袋 □下着類 □眼鏡 □非常食（乾パン・缶詰など） □薬（胃腸薬、風邪薬など） □預金通帳、印鑑

□ろうそく、ライター □タオル □洗面用具 □ □ヘルメット・防災ずきん □保険証

□ナイフ、缶切り □毛布 □ハザードマップ □ □常用薬の予備 □免許証

□ティッシュペーパー □手袋、軍手 □入れ歯 □ □ □

□懐中電灯 □雨具 □補聴器 □ □ □

□予備の電池 □底厚の靴 □ □ □ □

□携帯電話 □ □ □ □ □

□充電器 □ □ □ □ □

□筆記用具 □ □ □ □ □

・自分の命は自分で守る　・建物の耐震化　・家具の転倒防止

①
地震の揺れから
自分の身を守る

●先ずは、テーブルの下等で落下、転倒物から自分の身を守る。
●ドアや窓を開けて、逃げ道を確保する。
●揺れがおさまったら、火の始末をする。余震を警戒し安全な場所に避難する。

②
津波警報を待たず、
ただちに避難する

●揺れがおさまったら、余震を警戒し安全な場所に避難する。
●揺れがおさまったら、津波のおそれがある区域に居る人は、ただちに避難する。
●「より遠く」ではなく「より高い場所」へ避難する。
●崩れたブロック塀や散乱したガラスなどに注意。
●できる範囲で、地域の要支援者の手助けを。

③ 津波情報を入手する
●安全な場所に移動してから、防災ラジオやテレビなどで情報を確認する。
●間違った情報や、うわさ、デマなどに惑わされないように注意。

④
避難施設や自宅へ
移動する

●津波警報が解除されたら、一時的に避難した場所から避難所などに移動し、
　 家族と合流する。
●避難生活では、集団生活のルールを守り、助け合いの心を持つ。
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